
令和６年度 

「自治会活動に関する現状調査」及び市民アンケートの集計結果について【概要版】 

 

勝山市は、令和 4 年度に策定した第６次勝山市総合計画において、単独の集落では対応できな

いところを複数の集落の共助により支え合える新しい仕組みづくりの構築を政策目標の１つとしていま

す。 

令和 6 年度はその足がかりとして、各集落における自治会活動の現状を把握し、施策の基礎データ

を収集するための次の 2 種類のアンケートを実施しました。 

1 つ目は、地方創生総合戦略等の効果検証を目的として実施する勝山市民アンケートの中に、自

治会活動に関する質問を設けて、令和６年９月に行いました。対象者は、令和 6 年 8 月 1 日現在

で市内在住の満 16 歳以上 3,000 人（無作為抽出）で、回収率は 43.9％でした。こちらは主に、自

治会活動に対する市民の意識調査を目的として実施しました。 

2 つ目は、同年 11 月に各集落（行政区）の区長 112 人を対象に、「自治会活動に関する現状

調査」と題してアンケートを実施しました。回収率は 90.2％でした。こちらは主に、自治会の組織体制や

資産状況、自治会の抱えている課題等の現状把握を目的として実施しました。 

今後は、これらのアンケートの結果を踏まえて、持続可能な集落を作るための施策として掲げている

行政協力員制度と行政区の見直しについて、検討を進めてまいります。 

また、こちらに掲載しておりますのは、各アンケートの集計結果の一部となります。詳細については、勝

山市公式ホームページ（下記 QR コードから）で公表しています。各地域における自治会活動の中で、

ご活用いただければ幸いです。 

結びになりますが、アンケートにご協力くださいまして、誠にありがとうございました。 

 

 

 

勝山市役所　総務課行政係　TEL　0779－88－1116 



 

①　約８割の世帯が自治会に 

加入していると回答 

総務省が発表した全国 600 自治体の自治 

会加入率の平均は 71.7％（Ｒ2）なので、勝 

山市は比較的高い加入率です。 

また、加入していないと回答した人の約４割は、 

70 代・80 代の人でした。 

 

②  男性の活動参加が多い 

積極的に参加している女性もいますが、全体的に男性の参加が多い傾向にあります。特に運動会
などのスポーツ活動、消防・防災訓練は男女の参加に大きな差があり、女性が少ない状況です。 

 

 

 

 

 

 

③  自治会役員の責任が重い 

役員の責任が重いと感じる人が最も多く、その約６割は 60 代・70 代の人でした。次点で、活動の
日時の都合が合わないという人が年代を問わず多くあり、仕事や余暇の過ごし方など、個人のライフス
タイルが多様化していることも一因ではないかと考えられます。 
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負担はない

その他
事務量が多い

会議が多い
活動の内容がつまらない

会費が高い
活動の回数が多い

パソコンを使った作業が苦手
知人が少ない
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活動の日時の都合が合わない

役員の責任が重い
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の結果



④  区民の高齢化と人員の減少に困っている 

勝山市全体の高齢化率は 39.3％（R5）です。高齢化と活動人員の減少が、自治会運営の担
い手不足につながっているものと考えられ、自治会活動に影響が生じていることが伺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤  自治会に最も期待することは、ごみステーションの維持管理 

自治会の役割として最も期待することは、ごみステーションの維持管理でしたが、次点の防犯、防災
のほか、親睦・交流を期待する人も同程度ありました。 
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期待していない
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スポーツの振興

市の広報誌等の配布

自治会内の情報共有

集会施設の維持管理

文化・神事の継承

防犯灯の維持管理

環境美化

子どもの見守り

高齢者の見守り

親睦・交流

防災

防犯

ごみステーションの維持管理
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特にない

その他

必要な情報が届かない

プライバシー意識の高まり

予算の不足

閉鎖的な雰囲気

活動内容のマンネリ化

運営の担い手不足

活動人員の減少

自治会員の高齢化



 

①  区長の負担が大きい業務は、各種委員等の推薦 

　委員の推薦を地区に依頼することは、広く市民の意見を市政に反映したり、地域に根ざした活動を
行う上で大切なことですが、区民の減少・高齢化等で、引き受けてくださる方が少なくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  自治会の課題は、防災備蓄の不足 

　自治会の課題・困りごとで最も多かったのは防災備蓄の不足で、有害鳥獣による被害、草刈りが上
がっています。また、人手が足りなくて事業が実施できないという意見も多くありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会活動 
現状調査の結果
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無回答

その他

法律等に定める地域住民の届出等の補充調査
選挙公報の配布

道路等の修繕箇所の連絡

災害時要援護者登録の取りまとめ

広報かつやま・広報かつやまプラスの配布

区長要望の取りまとめ

災害時における地域住民への情報の伝達や取りまとめ

各種補助金の申請手続

区長連合会等の上部団体の会合・研修会への出席

各種委員等の推薦

0 10 20 30 40 50 60 70

その他
いわゆる「ごみ屋敷」がある

窃盗やごみの不法投棄等の犯罪が起こる
祭礼や伝統的な行事等の開催費用が高い

デジタル技術を活用したいが、費用が高い
デジタル技術を活用したいが、相談できる人がいない

災害時避難に支援を要する人の安否確認がとれない
排除雪時にトラブルがある

災害時の区民間の情報伝達ができない
祭礼や伝統的な行事等の継承者がいない

区民の減少により、財源の確保が困難
ごみステーションの利用マナーが守られない

倒壊の危険がある空き家がある
耕作放棄地がある

熊の出没があって、生命の危機がある
高齢者等の見守りが必要な世帯が多い

子どもが少ないので、行事の参加者が少ない
人手が足りなくて事業が実施できない

草刈り作業が多い
イノシシ等の有害鳥獣によって、田畑が荒らされる

集会場に備蓄や必要な物資が少ない



③  他の自治会との協力体制 

　協力体制づくりが特に困難ではないと回答した 

区長が、世帯数の規模に関係なく、半数を超 

える結果となりました。 

　一方で困難だと思う理由としては、「村意識が 

強い」、「自分の区のことで手一杯」、「物理的に 

距離が離れているので実効性が低い」、「区の資産 

の取扱いが難しい」などの意見がありました。 

 

④  協力体制に期待するのは、災害時の連絡・協力 

他の自治会との協力体制をつくった場合に最も期待する役割は、災害時の連絡や協力でした。次
点で、子どもや高齢者の見守りの強化と回答した人が多くありました。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤  情報共有の手段は、紙が最多 

自治会の情報共有手段は、紙（回覧・配布）が最も多い結果となりました。一部の自治会では、
紙に加えて、SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）や電子メールを併用しているようです。 
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区の資産の維持や管理

祭礼や行事等の継承

環境美化の向上

区民間の親睦や交流

子どもや高齢者の見守りの強化

災害時の連絡や協力

0 100 200 300

その他

結ネット等の情報共有アプリ

電子メール

LINE等のSNS

電話・FAX

区内の掲示板

紙（回覧・配布）

52.5%34.7%

12.9% １ 特に困難だと
は思わない

２ 困難だと思う

  無回答


